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写経会 毎月第２日曜 時間午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で写経の功徳を積みましょう。 

 

お
知
ら
せ 

十
三
日
の
お
盆
礼
拜
受
の
際
の 

 
 
 
 

お
茶
接
待
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
安
全
対 

策
の
為
、
例
年
の
お
茶
接
待
は
形
を 

変
え
、
お
参
り
の
方
全
員
に
紙
パ
ッ 

ク
の
麦
茶
飲
料
を
ご
用
意
い
た
し
ま 

す
。
各
自
お
持
ち
帰
り
に
な
り
お
家 

で
お
飲
み
く
だ
さ
い
。 

   
 

      

龍
峰
山
雲
泉
寺 

 

御
開
山 

源
翁
心
昭
禅
師 

曹
洞
宗
は
開
祖
道
元
～
孤
雲
懐
奘

～
徹
通
義
介
～
瑩
山
紹
瑾
～
峨
山
韶

碩
（1

2
7
5

～136
5

）
と
続
き
、
峨
山
の

す
ぐ
れ
た
弟
子
達
（
五
哲
及
び
二
十
五

哲
と
呼
ば
れ
る
）
が
曹
洞
宗
を
全
国
に

広
め
ら
れ
た
。
峨
山
門
下
に
よ
っ
て
開

創
さ
れ
た
寺
院
は
近
世
江
戸
期
に
な

る
と
「
總
持
寺
直
末
三
十
六
門
」
と
言

わ
れ
三
十
六
門
の
中
で
も
八
ヶ
寺
を

開
創
し
た
の
が
源
翁
禅
師
（1329

～

1
4
0
0

）
で
あ
る
。
（
栃
木
県
那
須
烏
山

市
・
泉
渓
寺
、
福
島
県
喜
多
方
市
・
示

現
寺
、
鳥
取
県
大
山
町
・
退
休
寺
、
山

形
県
鶴
岡
市
・
正
法
寺
、
福
島
県
白
河

市
・
常
在
院
、
岡
山
県
真
庭
市
・
化
生

寺
、
秋
田
県
湯
沢
市
・
最
禅
寺
、
山
形

県
遊
佐
町
・
永
泉
寺
）
、
そ
の
他
に
三

十
六
門
に
入
ら
な
い
源
翁
禅
師
開
創

ま
た
は
関
係
す
る
寺
院
は
、
秋
田
・
東

光
寺
、
山
形
・
冷
泉
寺
、
普
門
院
、
福

島
・
慶
徳
寺
、
茨
城
・
安
穏
寺
、
新
潟

・
雲
泉
寺
、
慈
眼
寺
、
東
光
寺
、
鹿
児

島
・
玉
泉
寺
で
あ
る
。
こ
の
分
布
を
考

え
る
と
源
翁
禅
師
が
関
与
し
た
寺
院

は
中
世
の
山
岳
信
仰
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
福
島
、
山
形 

                

□
梅
花
だ
よ
り 

 

峰
の
色
渓
の
響
き
も
み
な
な
が
ら 

 
 

わ
が
釈
迦
牟
尼
の
声
と
姿
と 

大
本
山
永
平
寺
御
詠
歌
（
渓
声
） 

 

傘
松
道
詠
（
道
元
禅
師
の
歌
集
）
に
あ

る
有
名
な
歌
で
す
。
禅
師
の
開
か
れ
た
永

平
寺
、
深
山
幽
谷
に
あ
る
永
平
寺
、
そ
の

美
し
い
山
々
が
お
釈
迦
さ
ま
の
お
姿
で

あ
り
、
一
時
も
休
ま
ず
谷
間
に
響
く
流
れ

る
音
が
み
声
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
釈
迦
さ

ま
が
お
ら
れ
る
。
修
行
者
、
私
た
ち
に
説

法
し
て
く
れ
て
い
る
。 

 

昨
年
秋
、
先
代
住
職
の
十
三
回
忌
の
法

要
で
永
平
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
先
代
も
永

平
寺
が
私
の
第
二
の
故
郷
だ
と
い
つ
も

申
し
て
お
り
ま
し
た
。
福
井
県
の
丸
岡
で

師
匠
で
あ
る
神
田
徳
仙
の
下
で
弟
子
と

な
り
、
二
十
歳
前
に
は
永
平
寺
で
修
行
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
永
平
寺
は
熊

沢
泰
禅
（
永
平
寺
七
十
三
世
・
昭
和
三
十

八
年
六
月
当
寺
晋
山
・
授
戒
会
に
戒
師
を

務
む
）
禅
師
さ
ま
で
し
た
。
「
別
れ
て
も

我
が
行
く
先
は
他
に
な
し
、
祖
師
の
み
山

の
雪
の
ふ
る
さ
と
」
こ
の
禅
師
さ
ま
の
残

さ
れ
た
句
が
大
好
き
で
、
自
分
も
同
じ
よ

う
に
こ
よ
な
く
永
平
寺
を
愛
し
、
毎
年
春

秋
の
大
法
要
に
随
喜
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
お
参
り
に
行
き
ま
す
。 

 
 

           

新
潟
の
県
境
を
な
す
飯
豊
山
が
あ
る
。 

飯
豊
山
は
稲
作
信
仰
、
祖
霊
信
仰
の
山

で
、
熱
塩
示
現
寺
（
雲
泉
寺
の
本
寺
）

や
慶
徳
寺
は
こ
の
飯
豊
山
の
登
山
口

に
位
置
す
る
寺
院
で
あ
る
。
飯
豊
山
は

朝
日
修
験
者
で
知
ら
れ
る
朝
日
岳
連

峰
に
連
な
る
山
で
あ
り
、
そ
の
尾
根
の

途
中
に
開
創
さ
れ
た
の
が
、
新
潟
県
関

川
村
雲
泉
寺
で
あ
る
。
源
翁
禅
師
開
山 

        
 

（
雲
泉
寺
開
山 

源
翁
心
昭
禅
師
） 

の
寺
々
は
い
ず
れ
も
中
世
山
岳
信
仰

の
山
々
を
背
景
に
持
っ
て
お
り
、
そ
の

行
動
の
道
筋
も
山
と
山
を
結
ぶ
国
境

の
尾
根
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
禅
師

は
福
島
熱
塩
の
示
現
寺
か
ら
飯
豊
山

の
尾
根
を
巡
り
、
雲
泉
寺
に
た
ど
り
着

い
た
と
思
わ
れ
る
。
開
山
源
翁
心
昭
禅

師
は
平
成
十
一
年
（1999

）
に
六
百
回

忌
を
迎
え
て
い
る
。 

参
考
「
源
翁
心
昭
と
山
林
抖
擻
」 

 
 

 
 
 
 
 
 

石
川
力
山
師 

  広
厳
寺
寄
席 

開
催
中
止
に
つ
い
て 

例
年
広
厳
寺
寄
席
・
三
遊
亭
鳳
楽
独

演
会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多
数

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
本
年
も
十
月
四

日
に
第
十
六
回
目
の
独
演
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
未
だ
終
息
に
い
た
ら
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る

皆
様
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
ご
来
場
皆
様
お
一
人
お

ひ
と
り
の
安
心
安
全
を
最
優
先
と
考
え

ま
し
た
。
尚
、
来
年
に
は
ま
た
楽
し
い

寄
席
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 


